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訪問看護ステーションもみじ 重要事項説明書 

  

 あなた（又はあなたの家族）が利用しようと考えている指定訪問看護サービスについて、契約を

締結する前に知っておいていただきたい内容を、説明いたします。わからないこと、わかりにくい

ことがあれば、遠慮なく質問をしてください。 
 

１ 事業所運営法人について 

名称 社会医療法人社団 三思会 

法人所在地 〒２４３―８５７１ 

神奈川県厚木市船子２３２番地 

連絡先 電話番号 ０４６－２２９－１７７１ 

ＦＡＸ番号 ０４６－２２８－０３９６ 

ホームページ http://www.tomei.or.jp 

代表者 氏名 野村 直樹 

職名 理事長 

設立年月日 １９８１年６月 

 

２ 利用者に対してのサービス提供を実施する事業所について 

（１） 事業所の所在地等 

事業所の名称 社会医療法人社団 三思会 訪問看護ステーションもみじ 

介護保険事業所番号 １４６２９９００２６ 

事業所の所在地 〒２４３－００３１ 

神奈川県厚木市戸室１丁目２９番地１号 

連絡先 電話番号 ０４６－２９４－１１７７ 

ＦＡＸ番号 ０４６－２９４－１１７８ 

Ｅ-Ｍａｉｌ momiji＠tomei.or.jp 

管理者氏名 今堀 亜紀 

サービス提供地域 厚木市、海老名市、伊勢原市、愛川町、清川村 

 

（２） 事業所の目的及び運営の方針 

事 業 の 目 的 社会医療法人社団三思会が設置する訪問看護ステーションもみじ（以

下、「ステーション」といいます。）の職員（以下、「ステーション従事

者」といいます。）及び業務管理に関する重要事項を定めることにより、

ステーションの円滑な運営を図るとともに、介護保険法に基づく指定訪

問看護及び指定介護予防訪問看護及び健康保険法に基づく指定訪問看

護（以下「訪問看護」といいます。）の適正な運営を図るとともに、利

用者及びその家族（以下「利用者等」といいます。）に対する適切な訪

問看護の提供を確保することを目的とします。 
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運 営 の 方 針 ① ステーションは、訪問看護を提供することにより、生活の質を確保

し、健康管理及び日常生活活動の維持・回復、発達支援を図るととも

に、在宅医療を推進し、快適な在宅療養ができるよう努めます。 

② ステーションは、介護保険法及び健康保険法の関係法令等（以下、

「法令」といいます。）の規定に従い、その利用者が可能な限りその

居宅（自宅）において、自立した日常生活を営むことができるよう、

その療養生活を支援するとともに、利用者の心身の機能の維持回復を

図り、利用者の生活機能の維持又は向上を目指します。 

③ ステーションは、事業の運営に当たって、利用者等が必要なときに

必要な訪問看護の提供ができるよう努めます。 

④ ステーションは、同一敷地内である看護小規模多機能型居宅介護事

業、障害通所事業、サービス付き高齢者向け住宅において、総合的な

サービスの提供に努めます。 

⑤ ステーションは、事業の運営に当たって、関係市町村、地域包括支

援センター、保健福祉事務所及び近隣の他の保健・医療又は福祉サー

ビスを提供する者との密接な連携を保ち、総合的なサービスの提供に

努めます。 

⑥ 適正かつ質の良いサービスを提供するために、定期的な職員への研

修を実施します。 

⑦ 前六項のほか、関係法令等を遵守し、事業を実施します。 

 

（３） 営業日及び営業時間（緊急時以外の通常訪問日・時間） 

職 種 看護職員（看護師・准看護師） 理学療法士等(作業療法士)等 

営  業  日 月曜日～土曜日 月曜日～金曜日 

営 業 時 間 ９時００分～１７時００分 ９時００分～１７時００分 

休  業  日 日曜日、祝休日、年末年始（１２月２９日～１月３日） 

 

（４） 事業所の職員体制 

職務 職 務 内 容 人員数等 

管理者 

① 利用者へのサービス提供の場面等で生じる事象を適時かつ定説に

把握しながら、職員及び業務の管理を一元的に行うとともに、法令

等の規定を遵守させるため必要な指揮命令を行います。 

② 同一敷地内の他の事業所、複合型施設所属職員を指揮・監督し、適

切な事業の運営が行われるように統括します。但し、管理上支障が

ない場合は、ステーションの他の職務に従事し、又は同一敷地内に

ある事業所等の職務に従事することができるものとします。 

③  主治医の指示に基づき適切な指定訪問看護が行われるよう必要

な管理を行います。 

④  訪問看護計画書及び訪問看護報告書の作成に関し、必要な指導及

び管理を行います。 

常勤 1名 
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看護職員 

① ステーションの職務に従事し、又は同一敷地内にある他の事業所、 

 施設等の職務に従事することができるものとします。 

② 主治医の指示に基づく訪問看護計画の作成を行うとともに、利用 

 者への説明を行い、同意を得て訪問看護のサービスを提供します。 

③利用者の病状、心身の状況等の把握に努め、利用者又は家族等に対 

 し理解しやすいように適切な助言、説明を行います。 

④ 訪問日、提供した看護内容等を記載した訪問看護報告書を作成し 

ます。（介護予防を含む）。 

常勤換算  

2.5人以上 

(管理者含

む） 

理学療法

士作業療

法士又は

言語聴覚

士等 

① ステーションの職務に従事し、又は同一敷地内にある他の事業所、 

施設等の職務に従事することができるものとします。 

② 主治医の指示に基づく訪問看護計画に基づき、訪問看護（在宅に

おけるリハビテーション）のサービスを提供します。 

③ 訪問日、提供したリハビリテーション内容等を記載した訪問看護

報告書を作成します。（介護予防を含む）。 

必要に応

じ雇用し

配置 

事務職員 ①  介護給付費等の請求事務及び通信連絡事務等を行います。 常勤 1名 

 

３ 実施する地域について 

 訪問看護を実施する地域は、厚木市、海老名市、伊勢原市、愛川町及び清川村です。      

 

４ 訪問看護サービスのお申し込みから開始までの流れについて 

（１） 訪問看護は、利用者の居宅(自宅)において、看護師その他厚生労働省令に定める者が訪問

して、『病気や障害のために支援を必要とされる方』の看護を行うサービスです。 

（２） サービスの提供に当たっては、計画的な医学的管理を行っている主治医の治療方針、介護

支援専門員の居宅サービス計画又は相談支援員のサービス利用計画に沿い、他のサービスと連

携しながら看護を提供し、利用者の機能の維持回復を図るよう適切に実施いたします。 

（３） 訪問看護を利用する場合には、主治医の訪問看護指示書が必要です。指示書は訪問看護ス

テーションに提供されます。ステーションは、主治医に対し訪問看護計画書及び訪問看護報告

書を提出します。 

（４） サービスを提供した際には、あらかじめ定めた「訪問看護記録書」等の書面に必要事項を

記入して、利用者の確認（確認印）をいただきます。（介護保険での訪問看護サービスの曜日・

時間帯は、介護支援専門員からの「サービス提供票」をご参照ください。） 

（５） 医療保険での訪問看護サービスは上限を週３日までとし、１回の訪問時間は、３０分～９

０分程度です。ただし厚生労働大臣の定める特例もありますのでご相談ください。 

 

５ サービス提供の記録について 

（１） ステーションは、利用者に対し提供したサービスの内容及びその他必要な記録を整備しま 

す。 

（２） ステーションは、利用者に対する訪問看護の提供に関する記録を整備し、その完結の日か 

   ら５年間保存します。 

 

６ 提供するサービスの内容及び費用について 

（１） 提供するサービスの内容について       
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① 病状・障害・全身状態の観察       ⑥ 認知症患者の看護 

② 清拭・洗髪等による清潔の保持      ⑦ 療養生活や介護方法の指導・助言 

  ③ 食事及び排泄等日常生活の援助      ⑧ カテーテル等の管理 

④ 褥瘡の予防・処置            ⑨ 療養生活や介護方法の指導 

  ⑤ リハビリテーション           ⑩ ターミナルケア 

                        ⑪ その他医師の指示による処置 

（２） ステーション従事者の禁止行為 

   ステーション従事者はサービスの提供にあたって、次の行為は行いません。 

① 利用者又は家族の金銭、預貯金通帳、証書、書類などの預かり 

② 利用者又は家族からの金銭、物品、飲食の授受 

③ 利用者の同居家族に対するサービスの提供 

④ 利用者の居宅での飲酒、喫煙、飲食 

⑤ その他、利用者又は家族に対して行う宗教活動、政治活動、営利活動、その他迷惑行為 

（３） 提供するサービスの利用料、利用者負担額、その他の費用について 

   訪問看護サービスの利用料及びその他の費用は、利用料金表(別表)のとおりです。 

① 利用料金表の金額は、介護保険又は医療保険の法定利用料に基づく金額です。 

② 保険外のサービスとなる場合（サービス利用料の一部が制度上の支給限度額を超える場合

を含む。）には、全額自己負担となります。（介護保険外のサービスとなる場合には居宅サー

ビス計画を作成する介護支援専門員から説明の上、利用者の同意を得ることとなります。） 

③ 利用者等負担金は、月末締め翌月払いとなります。契約時等に口座振替書類をお渡しいた

します。また、領収書は引き落としが確認された後で発行いたします。 

④ 医療保険での訪問の場合は、１km以上から交通費を徴収します。また介護保険の場合でも

実施地域を越える場合は、実費の支払いが必要になります。 

⑤ 原則、駐車場の確保にご協力ください。駐車場が確保出来ない場合には、近隣パーキング

の駐車場の代金を徴収させていただきます。 

 

７ サービスのご利用にあたってのお願い 

（１） サービスの提供に先立って、各種保険証や医療受給者証等、介護保険被保険者証に記載さ 

   れた内容（被保険者資格、要介護認定の有無及び要介護認定の有効期間）を確認させていた 

   だきます。これらの書類について内容に変更（被保険者の住所変更等）が生じた場合は速や 

   かにステーションにお知らせください。 

（２） 利用者が要介護認定を受けていない場合は、利用者の意思を踏まえて速やかに当該申請が 

   行われるよう必要な援助を行います。また、居宅介護支援が利用者に対して行われていない 

   場合であって、必要と認められる時は、要介護認定の更新の申請が、遅くとも利用者が受け 

   ている要介護認定の有効期間が終了する 30日前にはなされるよう、必要な援助を行います。 

（３） 主治医の指示並びに「居宅サービス計画（ケアプラン）」に基づき、利用者等の意向を踏 

   まえて、「訪問看護計画」を作成します。なお、作成した「訪問看護計画」は、利用者又は 

   家族にその内容を説明しますので、ご確認いただくようお願いします。 

（４） サービス提供は、「訪問看護計画」に基づいて行います。なお、「訪問看護計画」は、利用 

   者の心身の状態や意向などの変化により、必要に応じて変更することができます。 

（５） ステーション従事者は、保険制度上、医師の指示のもと、利用者の心身機能を維持回復す 

 るために療養上の世話や診療の補助、リハビリテーション等を行うこととされていますので、 
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 ご了承ください。 

（６） ステーション従事者に対するサービス提供に関する具体的な指示や命令は、すべてステー 

   ション管理者が行いますが、実際のサービス提供にあたっては利用者の心身の状況や意向に 

   充分な配慮を行います。 

（７） ステーションは、完全受け持ち体制をとっておりません。所属する職員が訪問に伺いサー 

   ビス提供しますので、職員の指名等は出来ません。また男性看護師の受け入れ等にもご協力 

   ご了承ください。 

（８） ステーション従事者が安全にケアを行うために、ケア実施中は、ペットをケージへ入れる、 

   リードにつなぐ、居宅以外の場所への移動等ご配慮ください。 

（９） 交通事情、気象状況、他の利用者の急変の対応等で時間に間に合わない、やむを得ない事 

情でサービス提供日を変更させていただく場合もありますので、ご了承ください。１５分以 

上の遅れ、変更の際はご連絡いたします。 

（１０） 災害発生等により警報が発令された時は、解除されるまで訪問を一時中止いたします。 

（１１） サービス提供中に災害が発生した場合は、利用者の安全確保に努力し、ステーション従 

   事者も直ちに安全な場所に避難いたします。 

（１２） 利用者等がサービスの利用をキャンセルする際には、できるだけサービス利用日の前日 

   までにご連絡ください。当日にキャンセルされた場合は、利用者負担の支払い額に合わせて 

   お支払いいただくこととなりますのでご了承ください。（但し、利用者の容態の急変などや 

   を得ない事情がある場合は、キャンセル料は不要です。） 

 

８ 身分証する書類携行について 

  ステーションの従業者は身分を証する書類を携行し、初回訪問時又は利用者若しくはその家族 

 から求められたときは、いつでも提示します。 

 

９ 連帯保証人に関する事項 

（１） 事業所とのサービス契約締結にあたり、契約者は連帯保証人を立てていただきます。 

（２） 連帯保障の方には、この契約から生じる利用者の債務について、限度額５０万円の範囲内 

   で連帯してご負担いただきます。 

（３） 前項の場合において、連帯保証人の請求があったときは、事業者は連帯保証人に対し、遅

滞なく、利用料の支払い状況や滞納金の額、損害賠償の額等、利用者のすべての債務の額等

に関する情報を提供します。 

 

１０ 虐待防止について 

ステーションは、利用者等の人権の擁護・虐待の防止等のために、次に掲げる必要な措置を講

じます。 

（１） 虐待防止に関する責任者を選定しています。 

虐待防止に関する責任者 （管理者）今堀 亜紀 

（２） 虐待防止のための対策を検討する委員会を定期的に開催し、その結果について、 

ステーションの従業者に周知徹底を図ります。 

（３） 虐待防止のための指針を整備します。 
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（４） 成年後見制度の利用を支援します。 

（５） 従業者に対する虐待・身体拘束の防止の啓発・普及するための研修をしています。 

（６） サービス提供中に、ステーション従事者又は擁護者（利用者等の家族等を現に養護する者） 

   による虐待を受けたと思われる利用者等を発見した場合は、速やかにこれを市町村に通報し 

ます。 

 

１１ 身体拘束の適正化について 

（１） ステーションは、利用者又は他の利用者等の生命又は身体を保護するため緊急やむ得ない 

   場合を除き、身体拘束等を行いません。 

（２） ステーション、緊急やむを得ない場合には、その態様及び時間、その際の利用者の心身の 

   状況並びに緊急やむを得ない理由の記録をします。 

 

１２ 衛生管理等について 

（１） 看護職員の清潔の保持及び健康状態について、必要な管理を行います。  

（２） 訪問看護の設備及び備品等について、衛生的な管理に努めます。  

（３） ステーションは、感染症が発生し、又はまん延しないよう、次に掲げる措置を講じます。 

① ステーションにおける感染症の予防及びまん延の防止のための対策を検討する委員会を 

 必要時適宜及びおおむね年１回以上開催するとともに、その結果について、従業者に周知徹 

 底をしています。  

② ステーションにおける感染症の予防及びまん延防止のための指針を整備しています。   

③ 従業者に対し、感染症の予防及びまん延防止のための研修及び訓練を定期的に実施します。  

 

１３ 業務継続計画の策定等について  

（１） 感染症や非常災害の発生時において、利用者に対する訪問看護の提供を継続的に実施する 

   ため、及び非常時の体制で早期の業務再開を図るための計画（業務継続計画）を策定し、当 

   該業務継続計画に従って必要な措置を講じます。  

（２） 従業者に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及び訓練を定期的に 

実施します。  

（３） マザーホーム内担当委員会を定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継 

続計画の変更を行います。 

  

１４ ハラスメントについて 

  職員は、ステーションの財産です。暴言・暴力・いやがらせ・誹謗中傷・セクハラ行為等は、 

 固くお断りします。現場で働く職員の安全確保と安心して働き続けられる環境が築けるようハラ 

 スメントの防止に向け、取り組みます。 

  ① 身体的な力を使って危害を及ぼす（及ぼされそうになった）行為 

  ② 個人の尊厳や人格を言葉や態度によって傷つけたり、おとしめたりする行為 

  ③ 意に沿わない性的言動、好意的態度の要求など、嫌がらせ行為 

  上記各号に関しては、当該法人職員、関係機関、ご利用者及びその家族等が対象になります。 
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１５ 秘密の保持と個人情報の保護について 

(1) 利用者等

に関する秘

密の保持に

ついて 

① ステーションは、利用者に関する個人情報について「個人情報の保護に

関する法律」、厚生労働省が策定した「医療・介護関係事業者における個人

情報の適切な取り扱いのためのガイドライン」及び三思会の規程を遵守し、

その適切な取り扱いに努めるものとします。 

② ステーション及びステーション従業者は、サービス提供をする上で知り

得た利用者の秘密を正当な理由なく、第三者に漏らしません。 

③ また、この秘密を保持する義務は、サービス提供契約が終了した後にお 

 いても継続します。 

④ ステーションは、ステーション従業者に、業務上知り得た利用者の秘密

を保持させるために、ステーション従業者である期間及びステーション従

業者でなくなった後においても、その秘密の保持するべく旨を、従業者と

の雇用契約の内容とします。 

(2) 個人情報

の保護に つい

て 

① ステーションは、利用者等から予め文書で同意を得ない限り、サービス 

担当者会議において、利用者の個人情報を用いません。 

また、利用者の家族の個人情報についても、予め文書で同意を得ない限り、

サービス担当者会議で利用者の家族の個人情報を用いません。 

② ステーションは、利用者等に関する個人情報が含まれる記録物（紙によ 

るものの他、電磁的記録を含む。）については、善良な管理者の注意を持っ 

て管理し、また処分の際にも第三者への漏洩を防止するものとします。 

③ ステーションが管理する情報については、利用者等の求めに応じてその

内容を開示することとし、開示の結果、情報の訂正、追加又は削除を求め

られた場合は、遅滞なく調査を行い、利用目的の達成に必要な範囲内で訂

正等を行うものとします。（開示に際して複写料などが必要な場合は利用者

負担となります。） 

 

１６ 苦情のご相談について 

 ステーションは、苦情解決体制を整備します。 

苦情に関する責任者を選定しています。 

苦情に関する責任者 （管理者）今堀 亜紀 

 

サービスに関する相談や苦情については、次の窓口で対応いたします。 

当ステーション 

お客様相談コーナー 

TEL ０４６－２９４－１１７７ 

FAX ０４６－２９４－１１７８ 

相談員 （管理者）今堀 亜紀 

対応時間 午前９時００分～午後５時００分 

 

公的機関においても、次の機関にて苦情申し出等ができます。 

神奈川県国民健康保険 

団体連合会（国保連） 

所在地 横浜市西区楠町２７－１７ 

TEL ０４５－３２９－３４４７ 
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 ０５７０－０２２１１０（苦情専用） 

利用時間 午前９時３０分～午後５時１５分 

 （土・日・祝祭日・年末年始は除く） 

厚 木 市 介護福祉課 

所在地 厚木市中町３－１７－７ 

TEL ０４６－２２５－２２４０ 

対応時間 午前９時００分～午後５時００分 

海老名市 高齢介護課 
所在地 海老名市勝瀬１７４－１ 

TEL ０４６－２３５－４０５０ 

伊勢原市 介護高齢福祉課 
所在地 伊勢原市田中３４８ 

TEL ０４６－３９４－４７１１（代表） 

愛 川 町 
健康長寿課 

 介護保険班 

所在地 愛甲郡愛川町角田２５１－１ 

TEL ０４６－２８５－６９３８ 

清 川 村 保健福祉課 
所在地 愛甲郡清川村煤ヶ谷２２１６ 

TEL ０４６－２８８－３８６１ 

 

１７ 緊急時の対応方法について 

  サービス提供中に、利用者等に病状の急変が生じた場合、その他必要な場合は、速やかに主治

の医師への連絡を行う等の必要な措置を講じるとともに、利用者等が予め指定する連絡先にも連

絡します。 

【家族等緊急連絡先①】 

氏 名：           続柄： 

住 所： 

電話番号：        携帯電話： 

勤務先： 

【家族等緊急連絡先②】 

氏 名：           続柄： 

住 所： 

電話番号：        携帯電話： 

勤務先： 

【主治医】 

医療機関名：         

氏 名： 

電話番号： 

 

１８ 事故発生時の対応方法について 

  利用者等に対する訪問看護のサービス提供により事故が発生した場合は、市町村、利用者等に

係る他の事業者等に連絡を行うとともに、必要な措置を講じます。また、利用者等に対する訪問

看護のサービス提供により賠償すべき事故が発生した場合は、速やかに損害賠償を行います。 

【区市町村（保険者）の窓口】 
所在地： 

電話番号： 

【居宅支援事業所の窓口】 

事業所名： 

所在地： 

電話番号： 

担当介護支援専門員： 
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１９ 加算について 

 加算について確認するものとする。変更する際には、変更する説明をし、同意を得るものとする。 

 

 ＜介護保険＞ 

 □ 退院時共同指導加算 

 □ 初回訪問看護加算（Ⅰ） 

 □ 初回訪問看護加算（Ⅱ） 

 □ 特別管理加算（Ⅰ） 

 □ 特別管理加算（Ⅱ） 

 □ 緊急時訪問看護加算   

 □ 訪問看護・介護連携強化加算 

 □ ターミナルケア加算 

 

 ＜医療保険＞ 

 □ 退院時共同指導加算 

 □ 特別管理指導加算（退院共同指導加算の上乗せ加算） 

 □ 退院支援指導加算 

 □ 退院支援指導加算 

   （１回の退院支援指導の時間が９０分を越えた場合又は複数回の退院支援指導の合計が９０ 

    分を越えた場合） 

 □ 特別管理加算（Ⅰ） 

 □ 特別管理加算（Ⅱ） 

 □ 24時間対応体制加算 

 □ 緊急訪問看護加算（利用者又はその家族からの求めに応じて、主治医の指示により、緊急に 

   訪問看護を実施した場合） 

 □ 長時間訪問看護加算 

 □ 複数回訪問看護加算 

 □ 複数名訪問看護加算（看護師・理学療法士等） 

 □ 乳幼児加算 

 □ 情報提供療養費（１・２・３） 

 □ 看護・介護職員連携強化加算 

 □ ターミナルケア療養費（適応時） 

                             ※詳しくは料金表を参照ください。 

 

２０ 訪問リハビリテーションの希望（ あり ・ なし ） 

 

２１ 看護学生等の実習について 

   看護学生等の実習生、研修生の同行を( 認める ・認めない ) 
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重要事項の説明に対する同意書 

 

同意日  西暦     年     月     日 

 

ステーションは、利用者に対する居宅介護サービスの提供開始に当たり、ご利用者にサービス内

容及び重要事項を説明し、これを交付しました。 

 

＜事業者＞ 

【事業所名称】    訪問看護ステーションもみじ  

【事業所住所】    厚木市戸室１－２９－１    

【説 明 者】    氏名 今堀 亜紀       

 

 

 訪問看護の契約にあたり、事業者から重要事項説明書の内容について説明を受け、理解した上で

同意し、ここに交付を受けました。 

 

＜ご利用者＞ 

【ご利用者同意欄】   

（氏名）                ※自署押印不要 

（住所）                 

 

【代筆者】  

（氏名）                ※自署押印不要 

（住所）                 

（続柄）                 

 

 

 

 

附則 この規定は、平成１１年４月１日から施行する。 

 附則 第９条を平成１３年４月１日から改正する。 

 附則 第９条を平成１４年１０月１日から改定する。 

 附則 第９条を平成２０年４月１日から改定する。 

 附則 第３条を平成２８年２月２７日から改定する。 

 附則 この規定は、令和２年２月１日より改定する。 

 附則 この規定は、令和６年６月１日から改定する。 


